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4. 研究課題の概要（300字程度） 

 

京都東山の芭蕉堂で毎年のごとく発刊された『花供養』を全冊にわたって翻刻し、近世後期の京都および全国

の俳諧の実態を明らかにする。同資料は、近世後期のおよそ 100年間、作者はおよそ全国に及ぶため、近世後

期の日本、特に京都の俳諧史資料として有効である。このため、これによって江戸時代の俳諧と近代俳句との

連続性あるいは非連続性の検証をおこなうことを目的とする。翻刻データは、すでに公開されている原本デジタ

ル画像と同時に参照できるようにし、研究者間の共有を図る。2017 年度より、対象を『花供養』以外の芭蕉顕彰

資料に広げており、当年度も引き続き調査を実施するほか、必要に応じてデジタル化を実施する。 

 

5. 研究成果の概要 

 

ARC の施設を利用して、1 ヶ月あたり 2 回程度の研究会を実施した。その際、ARC の機器を利用し、古典籍ポ

ータルデータベースを参照しながら、2017 年度までに構築した『花供養』10 点のテキストデータ精査および新た

に 5 点のテキストデータを作成した。精査を終えた 10 点は、古典籍ポータルデータベースから原本画像と同時

に翻刻データを閲覧可能な状態とした。また、諸機関が所蔵する『花供養』および関連資料のデジタル化を進

捗させ、それらを ARC 古典籍ポータルデータベースに登録し、閲覧可能とした（非公開）。これらを基盤に、適

宜成果創出をおこなった。 
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